
 

 

 

 

 

 

 LaboTex,PFRotation,CrystalRotation,FCCSchmidFactorCalc,MTEX比較 

 ＯＤＦのｅｕｌｅｒ角度Φ回転と極点図ＴＤ回転 
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概要 

 ＯＤＦでは、ｅｕｌｅｒ角度の回転が出来るが、極点図の回転との関係を考えてみる 

 Ｃｏｐｐｅｒ方位 

 

Ｃｏｐｐｅｒ方位 Φ＝３５．２６からプラス３０度回転を行う。 

 

 Φに６５．２６と入力すると 

 

整数化された方位から計算されたｅｕｌｅｒ角度が示される。 

この極点図の動きと一致するＴＤ回転方向は 

 

 



極点図の回転では TD軸をマイナス３０度の回転と一致する。 

 

 

ＣＴＲソフトウエアでは、TD軸は極点図の左とし、極点図の中心からＣＷ方向をプラスとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎでも－３０度と一致する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＦＣＣＳｃｈｍｉｄＦａｃｃｔｏｒＣａｌｃソフトウエアでもマイナス３０度で一致する。 

回転方法は、CrystalRotationから移植しました。 

 

ＭＴＥＸによるｃｏｐｐｅｒ方位 

ori = orientation.byMiller([1 1 2],[1 1 -1],cs) 

 



  

Φをプラス３０ｄｅｇ 

odf=rotate(odfc,rotation('axis',yvector,'angle',30*degree)) 

 

  

 極点図は１８０度回転している。 

 更にφを１８０度回転 

 odf4=rotate(odf,rotation('axis',zvector,'angle',180*degree)) 



 

 

 極点図が一致する。 

 

 

 極点図の回転の見直しが必要になりました。 

 

 


